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１．はじめに 

 近年，日本のコンテンツ産業は「クールジャパン」という名称のもと注目を集めており，

その中でも漫画，アニメーションなどのいわゆるサブカルチャーは，商業的な観点から見

ても重要なコンテンツとなりえている．また，アニメーションなどの作品には多くの固有

表現が含まれている．それはキャラクターの名前であったり，作中に登場するロボットの

名前であったり，作品タイトルそのものであったりである．そして，それら固有表現は商

品検索や商品同定，推薦などに利用できると考えられる．しかし，従来の研究ではアニメ

ーション関連用語の固有表現抽出システムは基本的に存在しない．そこで，本研究ではア

ニメ関連用語に特化した固有表現抽出システムを考える．固有表現抽出手法としては CRF

を利用する． 

 

２．関連研究  

 固有表現抽出は，今まで様々な方法で行われている．その中でも大きく分けるとパター

ン照合による固有表現抽出と，機械学習による固有表現抽出にわけられる． 

 パターン照合による固有表現抽出とは，あらかじめ人手で固有表現のパターンを作成し，

合致する部分をコーパスから発見することによって行われる固有表現抽出のことである

（竹本，福島，山田 (2001)）．パターンとは「さん」や「大学」などの固有表現に付属しや

すい文字列を指す．しかし，ルール作成のコストが高く，そこに合致しない固有表現は抽

出できないので，助詞を含むタイトルなどが多数存在するアニメ関連用語に用いるのは難

しい． 

人手でパターンを作成するコストや，更新するコストを解決するために，機械学習によ

る固有表現抽出の研究も行われている．機会学習による固有表現抽出は，学習用のコーパ

スを用意することで，自動で抽出パターンを学習することができる．機械による手法は

SVM(Support Vector Machine)（山田，工藤，松本(2002)）を利用した抽出や文節情報を利用

した抽出（中野，平井(2004)）などが存在し成果を上げている．その他にも HMM(Hidden 

Markov Model)や分類機の逐次適応，CRF(Conditional Random Fields)を利用した固有表現抽出

なども一般的である．機械学習の問題点としては人手によるコーパス作成（橋本，乾，村

上(2008)）のコストが高いことなどがある．  

 こうした研究を踏まえ，本稿ではアニメなどサブカルチャーの特殊な固有表現に特化し

た固有表現抽出について行った． 

 

 

３．アニメ関連用語 

 アニメ関連用語の固有表現を抽出する前に，固有表現抽出の対象となるアニメ関連用語

を定義する必要がある．本研究ではそれらを「内部の固有表現」と「外部の固有表現」に
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分けて定義した．具体的には，それぞれアニメ作品内に登場する固有表現とアニメを制作

する製作者などを指す固有表現である．定義した固有表現をそれぞれ表 1と表 2に示す． 

 

表 1 : 内部の固有表現 

 

表 2 : 外部の固有表現 

 

 内部の固有表現は作中に出てくる用語，外部の固有表現は作品の製作者や関連商品販売

社などを対象としている． 

 また，アニメ関連用語として，地名は現実世界に存在する実在の地名とかぶることもあ

り，アニメを対象とした固有表現としにくいため，対象から除外した． 
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４．アニメ関連用語の固有表現抽出手法 

 アニメ関連用語の固有表現抽出は，CRF による系列ラベリングで行う．学習用のコーパ

スをアニメに関連したコーパスにすることでアニメ関連用語に特化した固有表現をおこな

う．固有表現のタグには BIOES形式を使用した．タグの意味は表 3に示す． 

 

表 3 : タグの意味 

 

 利用した素性は「表層」「品詞」「品詞細分類」「文字種」「文字数」の五つである．入力

された文章を形態素解析し「表層」「品詞」「品詞細分類」を取り出し，表層から「文字種」

と「文字数」を作成する． 

 

５．アニメ関連用語の固有表現抽出実験 

 提案する手法を用いて，アニメ関連用語の固有表現抽出実験を行った．その際に，形

態素解析器としてMeCab(http://mecab.googlecode.com/svn/trunk/mecab/doc/index.html)を，系列

ラベリングに CRF++ (http://crfpp.googlecode.com/svn/trunk/doc/index.html)をそれぞれ用いた． 

５.１ 実験データ 

 CRF++に学習させる際の学習用アニメコーパスは自身で作成した．対象とした文章は

Wikipediaに記事のあるアニメ作品 50タイトルのあらすじである．その中に含まれる固有表

現を先に述べた定義で抜き出し，タグ付けをした．文字数は 44829文字で，表層数は 26948，

固有表現数は 1570である．その内，S タグで表される固有表現が 742個で BIE タグで表さ

れる固有表現が 828個である． 

５.２ アニメ関連用語の固有表現抽出実験内容 

 学習用アニメコーパスを五分割交差検定することで評価した．正解のタグとシステムが

出力したタグを比較し，S タグの場合は両者が揃った場合，BIE タグの場合は，最初から最

後までタグが揃った場合を正解とした． 

５.３ アニメ関連用語の固有表現抽出実験結果 

 表層，品詞，品詞細分類の三つの素性を使った状態の結果をベースラインとし，文字種，

文字数，文字種＋文字数の組成を使った状態の結果と合わせて，全部で四種類の素性の組

み合わせで出た結果は表 4のようになった． 

 

表 4 : 組成ごとの結果 

 

 全ての値は，文字種＋文字数を使った場合に最大となり，その際，Sタグで表される固有

表現の精度に関しては，ベースラインから見て 5%有意水準で有意という結果が出た． 

 

６．考察 

 実験結果から，アニメ関連用語は文字種と文字数の素性を使うとより抽出できているこ

とが分かる．これは，アニメ関連用語には片仮名の単語や，漢字の組み合わせのような単
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語が多いことが要因としてあげられる．「スターライトブレイカー」のような形で表される

単語は，片仮名であり，さらに表層が区切られにくいため，文字数も多くなりがちである．

そういったヒントから，文字種と文字数はアニメ関連用語の固有表現抽出において有用な

ヒントとなりうると考えられる．しかし，「あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。」

や「ジャングルはいつもハレのちグゥ」など，むやみに長いタイトルはうまく抽出できて

いなかった．この実験では前後二行の素性しか見ていないために，普通の文章と区別がつ

けられなかったと考えられる．しかし，前後の数を増やすと結果が悪くなる傾向があった

ので，上手く識別するための素性の改良は今後の課題である． 

 全体的な結果を見ると，文章が柔らかく，良い結果が出にくい Web 文章を用いたコーパ

スでの再現率 0.687，精度 0.848，F値 0.759という値はよい結果であり，この手法はアニメ

関連用語の固有表現抽出に有効である． 

 

７．まとめと今後の展望 

 本研究では，アニメ関連用語の固有表現抽出を CRFにておこなった． 

 アニメ関連用語を定義したのちに，自身で学習用アニメコーパスを作成．その学習用ア

ニメコーパスを「表層」「品詞」「品詞細分類」「文字種」「文字数」の素性を持つ形にして，

BIOES タグを付け，CRF++に学習させた．アニメ関連用語の固有表現抽出実験を行った結

果，BIOES タグによる固有表現の正解率の F値 0.759 という値を出した．その結果からアニ

メ関連用語の固有表現抽出にこの手法は有効である．今後，固有表現タグのついた BCCWJ

コーパスを利用して，システムの性能をより高めていく予定である． 
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